
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

雅語俗録 : 参

中野, 三敏

https://doi.org/10.15017/4755974

出版情報：雅俗. 3, pp.222-241, 1996-01-10. 雅俗の会
バージョン：
権利関係：



網
吉
の
好
学
、
嵩
じ
て
は
自
ら
経
書
講
釈
の
挙
に
及
び
し
こ
と
、

元
禄
三
年
よ
り
十
三
年
迄
に
お
よ
そ
二
百
四
十
座
と
常
憲
院
殿
御

実
紀
附
録
巻
中
に
は
あ
り
。
近
臣
に
始
ま
り
、
僧
徒
・
親
藩
諸
家
、

次
い
で
譜
代
・
高
家
へ
の
講
釈
と
な
り
、
つ
い
に
国
持
大
名
百
四

十
余
名
の
講
席
と
な
り
し
は
、
元
禄
六
年
癸
酉
二
月
の
こ
と
と
ぞ
。

列
席
の
一
人
、
肥
前
鍋
島
支
藩
鹿
島
藩
主
直
條
の
書
留
め
に
「
御

講
拝
聴
記
」
な
る
一
紙
あ
り

元
緑
六
年
癸
酉
二
月
二
十
二
日
、
尊
大
君
豫
命
召
列
国
諸
侯
及

外
臣
百
四
十
餘
輩
於
便
殿
饂
紐
回
僕
亦
在
其
列
、
午
時
大
君

御
殿
坐
昨
、
老
臣
数
輩
脆
坐
昨
前
、
近
臣
柳
沢
出
羽
守
及
林
大

学
頭
侯
側
小
臣
捧
書
格
進
御
前
、
大
君
手
脱
腰
剣
、
執
書
以
頂

戴
、
置
於
書
格
之
上
、
高
講
中
庸
巻
首
天
命
章
、
玉
音
清
朗
、

十
四

雅

御
講
拝
聴
記

語

附
大
学
頭
月
次
講
釈
触
状

中

野

俗

録

参

敏

経
義
明
弊
、
満
座
拝
伏
敵
耳
無
不
感
歎
之
、
御
講
畢
、
玉
顔
恰

然
乃
回
視
群
臣
、
有
旨
日
、
夫
文
武
二
道
如
車
雙
輪
、
汝
等
平

日
可
励
学
問
勉
哉
、
皆
恐
愧
稽
首
而
退
突
、
嗚
呼
至
哉
盛
哉
、

中
華
置
而
不
論
、
原
夫
我
本
朝
之
偏
教
、
権
輿
子
應
神
帝
、
而

天
智
帝
学
聖
道
子
南
淵
先
生
、
文
武
帝
修
釈
霙
子
大
宝
年
中
、

自
是
以
来
歴
代
之
天
子
王
公
祭
孔
聖
学
儒
経
、
国
史
所
載
昭
々

募
、
然
所
恨
如
嵯
峨
淳
和
二
帝
、
唯
好
文
学
以
詞
賦
末
技
為
極
、

学
徒
競
一
韻
之
奇
、
争
一
字
之
巧
、
唯
是
風
花
之
興
雪
月
之
遊
、

而
実
無
補
世
教
也
、
而
後
無
朝
野
無
貴
賤
、
学
者
其
弊
蒲
甚
、

惟
有
後
三
條
帝
篤
信
聖
道
、
師
尊
儒
士
、
起
廃
継
絶
、
儒
風
小

振
突
、
中
古
柳
営
義
尚
公
在
争
乱
之
間
而
好
学
、
曽
陣
子
近
州

鉤
里
、
軍
中
尚
不
廃
書
、
使
老
僻
清
原
某
講
説
六
経
、
偲
以
為

美
談
也
、
然
未
聞
君
主
親
講
経
義
解
衆
惑
突
、
大
君
曽
在
藩
邸

之
時
、
重
儒
崇
道
射
仁
義
之
行
、
及
承
統
之
日
、
頻
問
林
氏
家

学
、
初
詣
忍
岡
孔
廟
、
近
歳
新
建
大
成
聖
殿
於
昌
平
坂
、
構
営

学
寮
教
育
書
生
、
毎
有
釈
莫
台
駕
清
道
親
拝
聖
像
、
観
其
儀
、

今
又
有
此
盛
挙
、
山
豆
唯
儒
教
一
朝
之
改
恥
美
而
己
哉
、
固
是
国
家

万
世
之
盛
事
也
、
況
購
後
尊
命
言
約
義
精
、
誰
不
欽
仰
哉
、
§

西
夷
鄭
人
、
生
此
聖
代
蒙
此
栄
幸
、
天
恩
之
渥
如
山
之
魏
々
如
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＞
｀
 海
之
深
々
、
何
喜
加
之
、
謹
書
其
事
以
伝
子
子
孫
云

癸
酉
仲
春
下
浙
楓
園
野
夫
泰
腐
藤
孟
幹
九
拝
記

講
釈
の
実
況
を
伝
う
る
に
、
や
A
文
字
を
惜
し
み
た
る
は
遺
憾

と
い
う
べ
き
も
、
そ
の
大
体
は
知
る
こ
と
を
得
た
り
。

尚
、
別
所
に
林
大
学
頭
信
篤
聖
堂
月
次
講
釈
の
触
状
一
紙
を
見

る
。
年
次
は
未
詳
な
が
ら
併
せ
記
す
。

明
廿
四
日
、
大
学
頭
講
釈
例
之
通
罷
出
可
承
旨
、
御
老
中
被
仰

渡
候
間
、
四
つ
前
御
出
可
被
成
候
、
此
段
能
々
其
方
よ
り
可
申

合
被
仰
候
条
如
斯
御
座
候
、
此
回
状
御
被
見
已
後
、
留
り
之
御

方
よ
り
今
晩
中
筑
後
守
へ
御
返
可
被
成
候
、
以
上

五

月

廿

三

日

安

藤

筑

後

守白
石
伯
著
守

神
尾
備
前
守

藤
田
安
芸
守

安
藤
与
十
郎
様

松
平
玄
蕃
頭
様

柴
田
日
向
守
様

長
谷
川
五
郎
右
衛
様

妻
木
彦
右
衛
門
様

近
藤
備
中
守
様

何
か
と
問
題
は
あ
る
べ
き
も
、
網
吉
の
学
問
癖
の
波
及
す
る
所

は
極
め
て
大
な
り
し
筈
。
白
石
・
狙
株
も
い
わ
ば
そ
の
流
れ
の
末

の
凝
り
て
玉
を
成
せ
し
も
の
と
も
言
は
ゞ
い
は
る
べ
く
、
生
類
憐

み
等
の
害
の
み
大
い
に
喧
伝
せ
ら
れ
、
そ
の
美
点
の
遂
に
覆
わ
れ

た
る
如
き
は
如
何
か
。

南
畝
連
中
、
例
の
い
た
づ
ら
の
催
し
に
宝
合
の
会
あ
り
。
安
永

の
初
年
（
二
年
説
・
三
年
説
あ
り
）
天
明
三
年
の
二
度
に
及
び
、

何
れ
も
板
本
と
な
る
は
皆
様
御
存
じ
。
安
永
度
は
外
題
「
た
か
ら

合
の
記
」
。
や
A
変
形
の
枡
形
風
中
本
一
冊
。
天
明
度
は
外
題

「
狂
文
宝
合
記
」
半
紙
本
三
冊
。
何
れ
も
稀
本
の
部
類
に
入
ろ
う

が
、
特
に
安
永
板
は
、
稀
書
複
製
会
本
の
一
と
も
な
れ
り
。

そ
の
安
永
本
、
表
紙
は
見
事
な
更
紗
模
様
の
色
刷
り
に
し
て
、

恐
ら
く
更
紗
表
紙
の
最
初
の
も
の
か
。
い
か
に
も
配
り
本
ら
し
き

出
来
栄
え
な
る
に
、
そ
れ
に
も
二
種
あ
る
は
奇
妙
と
い
う
べ
し
。

一
は
巻
末
、
一
枚
起
請
の
モ
ジ
リ
の
文
末
に
「
天
保
元
年
十
三

十
五
安
永
版
「
た
か
ら
合
の
記
」
二
種
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月
元
空
在
判
」
と
あ
り
、
今

―
つ
は
同
じ
く

「
轄
業
在
判
」
と
す
。

両
本
と
も
極
め
て
刷
り
良
く
、
配
り
本
な
ら
ば
そ
う
多
く
刷
る
筈

も
無
き
故
、
そ
れ
は
当
然
な
る
も
、
何
れ
が
早
印
と
も
軽
々
に
は

決
め
か
ね
る
所
。
恐
ら
く

「
元
空
」
で
は
余
り
に

「
源
空
」
に
近

す
ぎ
る
故
、
遠
慮
し
て

「
転
業
」
な
ど
と
変
え
し
も
の
な
ら
ん
か
。

所
見
本
四
本
、
そ
の
内
尾
綺
翁
旧
蔵
本

（現
蓬
左
文
庫
本
）
と
架

蔵
本
は
元
空
本
。
国
会
と
加
賀
文
庫
本
は
転
業
本
。
複
製
会
本
も

転
業
本
。

窓
只
あ
を
伶

五

ー

貸
ぁ
も
怜

な
刊

囀
業

十
五ー

直、ー

の白；
f
夕
ぅ
‘
i
g↓
t

令
｀
明
L

｀
 也ぶ
松
軒
＾
“
ーが
虹
ザ
り
え
t
る
令
几

え
(
1
1
k
?
fり
t
tょが
t
?
Eぶ
i
tゥ―

了
う
↑
ー
ぢ
ん
。

大
侶
ーを

1
t•• i
月’

轄
業
本

（稀
占
複
製
会
本
）

ふり
f§‘
う
を
＊

g
i
T令
V
桝ぃ

衷
の
松
ふ
阻
竺
即
ふ
が

i'iゑ
含
外

2
↓
く
れ
ざ
h
rい
よ
令

Y
令
今

q̀
？
t>わ
土
予
た

了
み
？
ー
ゲ
ぢ

大
保
ぇ

i
i
1月
’

仁
刊

え
空
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十
六
稀
書
複
製
会
本
の
怪

過
日
、
某
古
書
陣
の
販
賣
目
録
に
洒
落
本
「
滸
都
洒
美
選
」
元

版
一
冊
、
壱
万
二
肝
円
と
あ
り
た
り
。
慎
に
元
版
な
れ
ば
随
分
と

安
し
。
或
い
は
複
製
会
本
な
ら
ん
か
、
そ
れ
な
ら
ば
随
分
と
高
し
。

名
だ
た
る
老
舗
の
こ
と
、
よ
も
や
複
製
会
本
を
見
ま
が
う
こ
と
あ

る
べ
か
ら
ず
と
思
い
決
し
て
注
問
せ
し
に
、
送
り
来
た
る
を
見
れ

ば
ま
が
う
べ
く
も
あ
ら
ぬ
複
製
会
本
な
り
。
し
か
る
に
裏
表
紙
見

返
し
に
、
通
例
な
れ
ば
「
印
行
五
百
部
之
内
第

0
0琥
」
の
朱
印

か
、
奥
付
の
印
刷
さ
れ
し
小
紙
片
を
貼
布
せ
ら
る
べ
き
所
、
こ
の

本
に
は
「
学
問
所
御
板
目
録
製
本
所
御
書
坊

a-F
出
雲
寺

萬
次
郎
」
と
あ
り
て
、
以
下
官
版
十
八
種
を
上
下
に
記
載
せ
し
蔵

版
目
録
半
丁
を
奥
付
代
わ
り
に
用
い
あ
り
、
そ
れ
も
本
文
と
共
紙

を
用
い
て
綺
麗
に
裏
表
紙
見
返
し
と
し
て
製
本
し
あ
り
し
な
り

（
図
版
）
。
ど
う
見
て
も
後
人
の
手
に
よ
る
貼
り
付
け
如
き
処
置

に
は
あ
ら
ず
、
初
め
よ
り
そ
の
よ
う
に
仕
立
て
製
本
し
た
る
も
の

と
し
か
思
へ
ず
。
某
古
書
陣
の
「
元
版
壱
万
二
肝
円
」
の
処
置
、

な
る
ほ
ど
苦
肉
の
策
と
思
は
れ
、
珍
品
と
し
て
有
難
く
購
い
置
き

け
り
。そ
れ
以
前
に
も
複
製
会
本
の
黒
本
「
諸
鞍
奥
州
黒
」
の
一
冊
を

完
璧
に
も
み
ほ
ぐ
し
、
ク
タ
ク
タ
の
状
態
と
な
し
、
原
本
と
偽
り

し
も
の
を
買
い
求
め
し
こ
と
あ
り
。
こ
の
時
も
危
う
＜
気
づ
き
て
、

複
製
会
本
と
比
べ
見
し
所
、
一
点
一
画
見
事
に
同
板
な
る
こ
と
明

ら
か
な
り
し
ゆ
え
、
そ
の
や
つ
し
ぶ
り
の
余
り
の
見
事
さ
に
、
手

元
に
置
く
べ
き
か
と
一
瞬
と
ま
ど
い
し
も
、
価
の
高
き
に
、
や
む

を
得
ず
そ
の
旨
を
示
し
て
御
引
き
取
り
願
い
し
事
あ
り
。

写
真
覆
製
と
違
い
て
、
い
わ
ば
覆
せ
彫
り
の
再
板
本
と
い
う
べ

き
も
の
ゆ
え
、
年
月
を
経
れ
ば
原
版
と
見
ま
が
う
こ
と
も
無
き
に

し
も
あ
ら
ね
ど
、
ま
だ
百
年
も
た
A
ぬ
に
、
か
A
る
不
徳
義
は
許

さ
る
べ
く
も
あ
ら
ず
。
た
ゞ
し
複
製
会
本
の
出
来
の
良
さ
を
証
す

べ
き
一
事
に
も
こ
そ
。
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七

大
雅
堂
占
の
石
板

つ
。

「
老
莱
子
」
と

「
仙
家
長
寿
台
」

南
畝
つ
い
で
に
、
い
ま

天
明
三
年
、
母
親
六
十
の
賀
に
、
例
の
連
中
祝
像
の
狂
文
を
贈
る
。

翌
四
年
正
月
、
こ
れ
を

「
老
莱
子
」
と
名
づ
け
五
巻
五
冊
を
認
重

よ
り
刊
行
せ
し
は
こ
れ
又
よ
く
し
ら
れ
た
る
所
。

不
老
不
死

し
か
る
に
、
天
明
七
年
頃
よ
り
、
蔦
重
蔵
版
目
録
中
に
、

「

仙
家
長
寿
台
碑
認
砂
炉
隷
繹
本
な
り
」
の
広
告
を
見
る
こ
と
多

く
、
然
し
て

「
仙
家
長
寿
台
」
そ
の
も
の
に
つ
き
て
は
、
従
来
何

の
報
告
も
な
し
。
近
代
の
南
畝
連
と
も
い
う
べ
き
三
村

・
玉
林

・

浜
田
の
諸
氏
も
何
等
言
い
及
ば
ず
、
と
い
え
ば
自
役
ら
し
き
も
、

要
す
る
に

「
仙
家
長
寿
台
」
は
配
り
本

「
老
莱
子
」
を
改
題
し
応

重
の
団
り
本
と
せ
し
も
の
な
る
べ
し
と
い
う
迄
の
こ
と
な
り
。

「
山
州
扁
額
要
覧
」
中
型
折
帖
の
両
而
摺
り
。
「
新
修
京
都
設
占
」

に
も
入
る
べ
く
し
て
入
ら
ざ
り
し
は
、
余
り
に
片
々
と
し
て
、
般

庵
先
生
の
目
も
掠
め
し
な
る
べ
し
。
初
篇
は
弘
化
二
年
の
中
川
文
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i
林
堂
板
。
二
篇
は
「
拾
遣
扁
額
要
覧
」
と
題
し
て
嘉
永
元
年
板
。

編
者
は
晴
雲
堂
腹
中
易
得
子
と
あ
る
も
未
詳
。
洛
中
寺
社
名
を
イ

ロ
ハ
分
け
に
し
、
鳥
居
の
額
、
聯
、
画
、
銅
物
の
文
字
、
石
碑
、

燈
篭
銘
等
々
の
筆
者
名
を
列
挙
す
。
「
扁
額
軌
範
」
の
如
く
原
物

の
摸
刻
を
企
て
し
も
の
と
は
違
い
面
白
味
は
無
し
。
但
し
資
料
価

値
、
情
報
量
は
極
め
て
多
し
。
二
篇
と
も
巻
末
に
ま
と
め
て
、
洛

中
諸
名
店
の
看
板
・
額
・
暖
簾
の
箪
者
の
類
を
あ
げ
る
所
、
他
書

に
は
無
き
も
の
か
。
合
印
は
▼
暖
簾
、
口
酒
銘
▽
潤
筆
な
ど
。

光

悦

中

5
ャ

丁

御

茶

ワ

ソ

ヤ

t
吉

窮

楽

亀

E
疇

ー

ヤ

済

生

湯

三

条

サ

A
ヤ

宇

治

茶

丸

夕

丁

丁

カ

マ

ノ

サ

龍
虎
円

龍

公

美

彦

根

飛

脚

這

釘

嘔

御

茶

戸

哀

御

餅

大

宮

八

条

ウ

チ

ミ

薬

上

同

な
ど
な
ど
と
あ
る
中
、
や
は
り
目
を
ひ
く
は
大
雅
堂
な
り

神
伝
丸
日
暮
赤
万
能
膏
ナ
ワ
テ

三
条
シ
ソ
丁

黒

丸

子

四

条

マ

ル

メ

ロ

円

工
ヒ
ス
ヤ

5
町

号

黒

神

散

麟

川

ハ

シ

五

条

嗚

風

亭

■

堀
ハ
タ

書

陣

餌

麟

大
雅
堂

n二
葉

薬
種
鳩
居

「
拾
遺
」

に▽

糸

物

組

モ

ノ

遵

戸

即

功

紙

立

”

院
ナワテ
三

布
屋
▼
塔
ノ
タ
ソ
風
薬
ナ
ヲ
ラ
ヌ
時
ノ
ー

是

妙

膏

賛

m

振
出
、
ソ
薬
”
竺
勾
’

精
楚
貨
食
△
鬼
ノ
手
喪
一
四
条

此
二
品
在
i

i

人
口
1

ト
モ
遺
筆
今
ナ
シ

さ
す
が
書
家
大
雅
堂
は
良
く
賣
れ
し
物
と
覚
ゆ
。
小
笹
氏
稿
か

人
見
氏
な
り
し
か
、
大
雅
堂
筆
の
看
板
に
つ
き
て
の
一
文
を
且
て

遇
目
せ
し
こ
と
あ
り
し
も
、
種
は
こ
の
辺
り
か
。

他
に
も

冨

小

路

貞

直

郷

口

百

ヱ

山

日

暮

山

崎

閻

斎

神

主

守

噂

[

バ

細

合

半

斎

御

膳

ミ

ソ

豆

詰

▽

烏

石

金

寿

円

西

六

条

沈

草

亭

図

書

店

六

角

堺

丁

季

鷹

青

須

浜

押

小

チ

六
カ
ク

、ー
I

)

 

劉

培

泉

柳

枝

軒

j
ー

源
孟
彫
三
宜
亭
~
記

西
洞
院

か

し

物

出

水

馬
町
丸
ヤ

n八
重
菊

ハ
シ
本
村
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こ
ん
な
も
の
に
も
異
種
板
あ
り
。
両
面
摺
り
な
ら
ず
、
全
部
を

片
面
摺
り
の
折
帖
に
仕
立
て
、
中
味
も
若
下
の
異
同
あ
り
。
そ
の

異
同
に
よ
り
、
片
面
摺
り
の
方
を
後
印
と
認
む
。

皆
川
屈

等
々
あ
り
。

烏
丸

舞
扇
子

ナ
マ
ツ
ヤ

¥l, 

閾
所
桑
恩
院
瓢
ノ
所
良
巽
下
哀
楽
寺
ア
り
国
阿
山
有

小
倉
山
ハ
崖
象
ノ
条
下
向
日
明
神
曲
岡
―
出
ス
再
出
ノ
芥
ニハ

｛
辰
苓
T

御
＃
号
道
色
ナ
r
ノ
芸
モ
峯
華
色
―
否
晶
畜
手

吃
非
忍
州
一
見
ノ
百
才
｀
し
平
{
f

武
中
湯
得
ふ
戟

し

亡

忠

・

〈
贔
月
穀

●
壻
4

画

口
釦
物
ノ
文
字
＞
涅
奪
ノ
柊
有

石^
柔
j
シ
品
華

t‘
ハ
ト
ウ
ロ

・
全
ン
―

-
2知
カ
ク
ぎ
汁

＾
口

．
＾
•
仲
ノ
品
＾
日
二
出
み
斤
{
服
ク
七

H
叉
：
ヲ2
も

十
八
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疇‘,畜
F

元
来
、
唐
出
来
の
諺
多
き
も
の
な
る
べ
き
に
、
わ
ざ
／
＼
＇
但
諺

の
漠
訳
を
試
み
し
も
の
あ
り
。
「
訳
文
抜
穎
」
中
本
二
冊
。
文
化

十
四
年
序
刊
。
棋
園
門
の
履
堂
田
中
大
荘
編
閲
と
あ
り
、
履
堂
先

生
、
門
人
の
誰
そ
れ
に
作
文
さ
せ
し
も
の
。
例
言
の
一
に
「
原
文

全
係
〗
先
生
ノ
ロ
授
]
-
、
而
其
意
本
卜
在

r
I
J
麟
訳
ン
身
近
ノ
言
語
若
ハ

事
実
ー
以
資
〗
一
於
作
文
〗
」
と
あ
り
。
訳
文
習
練
に
但
諺
を

用
い
る
、
思
い
付
き
と
し
て
は
面
白
し
。
実
際
の
出
来
栄
え
は
今

―
つ
か
。

諺
二
、
我
身
ヲ
ツ
メ
ッ
テ
人
ノ
痛
ヲ
知
レ
ト
、
能
ク
忠
恕
ノ
訓

ニ
カ
ナ
ヘ
リ

隻
云
先
爪
〗
吾
肌
＿
一
而
知
〗
卜
人
之
銀
→
此
正
ー
パ
戸
忠
恕
之
訓
＿
奏

諺
二
、
今
マ
ヰ
リ
ハ
ニ
十
日
と
云
ハ
、
下
男
下
女
ナ
ド
ノ
始
メ

キ
ダ
チ
ハ
リ
チ
ギ
ナ
ル
ガ
、
段
々
二
油
断
シ
テ
ニ
十
日
許
ニ
ハ
、

其
シ
タ
ヂ
ノ
気
質
ガ
見
ユ
ル
ヲ
云
フ

ナ

ル

ヤ

A

シ
テ

諺
云
新
仕
ー
止
二
旬
蓋
磯
奴
婢
輩
初
謹
朴
者
浸
自
怠
慢

下

比
〗
ハ
羹
二
旬
戸
炉
其
素
性
〗
也

十
九
漢
訳
但
諺

二
百
五
十
許
の
諺
を
用
う
る
は
一
種
の
諺
語
辞
書
と
も
云
う
べ

く
、
加
藤
定
彦
氏
の
労
作
「
偶
諺
大
成
」
に
も
洩
れ
た
れ
ば
こ
A

に
記
す
。
但
し
収
載
せ
し
諺
語
は
あ
り
ふ
れ
し
も
の
ば
か
り
。
と

は
い
え
、
あ
り
ふ
れ
ぬ
諺
と
い
う
も
卿
か
お
か
し
か
る
べ
し
。

「
藤
簑
冊
子
」
異
文
一
篇

「
藤
簑
冊
子
」
所
収
の
文
草
に
、
異
文
の
多
き
は
よ
く
知
ら
れ

た
る
こ
と
に
て
、
近
刊
の
「
秋
成
全
集
」
に
も
、
中
村
先
生
御
自

身
の
筆
に
な
る
異
文
の
紹
介
と
考
証
あ
り
て
委
曲
を
尽
せ
り
。

巻
六
「
秋
芽
」
の
異
文
、
自
筆
巻
子
一
巻
あ
り
。
約
三
米
の
継

紙
に
一
―
四
行
の
長
文
。
料
紙
は
天
地
に
代
緒
色
の
単
界
を
引
く

秋
成
好
み
と
も
い
う
べ
き
も
の
。
巻
末
に
は
「
玩
」
「
虹
」
の
墨

印
二
つ
を
捺
す
の
み
。
題
も
「
秋
芽
」
な
ら
ぬ
「
人
こ
野
の
花
を

つ
み
わ
き
て
班
よ
む
な
へ
に
か
け
る
詞
」
と
あ
り
、
全
文
を
掲
げ
、

板
本
（
全
集
所
収
本
）
と
の
校
異
を
記
す
。
R
と
す
る
も
の
、
即

ち
板
本
の
文
章
な
り
。

二
十
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競
の
砂
ヽ
衣
訂
が
↑
？
ー
、
も
1
バ
豆
籾
洪

ぐ
甑
ゅ
喜
、
恥
ハ
杖
¢
§
翠
使
え

炉
く
紅
‘
ぅ
サ

l
い
パ
荘
払
乃
品
対
託

灸
｝
ょ
孔
芦
粁
誅
り
‘
j
乳
ね
素

了
）
＞
麦
の
お
ぷ
几
｀
い
芝
も
え
、
＼
、

T
げ

5
だ
L
？
む
も
＜
い
玄

f
へi

）
ふ
も
ボ
↓
？
し
望
て
賣
ゃ

i_'
了
＼
、

＞
こ
人

i
：
塁
）
含
翠
の
尻
菱
：
i

予
る
の
褐
只
升
へ
八
ふ
t
夕
ぎ
加
代

t

ノ？‘砂’
パ
ふ
凡
ぅ
了

ilで

ゑ
の
ふ
乙
な
J

ふ

11彦
灼

そ
高
闘
の
野
へ
の
秋
は
き
か
さ
A

老
し
は
ふ
け
る
磐
林
ち
か
A
ら
ぬ
き

と
こ
そ
う
れ
し
け
れ
垣
根
の
荻
の

り
／
＼
す
の
嗚
音
月
の
光
も
花
f

し

R
「
け
り
」
な
し

、、

き
比
な
り
け
り
あ
へ
る
友
三
人
よ

た
り
さ
そ
ひ
出
て
野
や
わ
け
ま
し

R
「
E
1
問
の
若
菜
を
こ
そ
春
日
野
に
は
ま
じ
る
ぺ
け
れ
」

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
い
ふ
日
野
は
雪
問
の

f
菜
を
こ

＜
貨
ゆ
ふ
吹
風
は
秋
を
告
る
便
の
い

蝉
の
羽
衣
猶
な
っ
か
し
ま
る
れ
と
朝
お

⑨
「
秋
芽
」

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

人
ミ
野
の
花
を
つ
み
わ
き
て

、
、
、
、
、
、
、

、
、、

野
よ
む
な
へ
に
か
け
る
詞
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巧

i
“
;
iイア
ば
い
や

1
s
 

＼
ク
均
~
す
、
さ
も

T

の
7
も
'
¢
\
l

＼
べ

人
も
怜
ゞ
工
ぶ
巧
:
ら
打
／
＼
リ
佑
ゞ
」

沫
）
＼
ー
北
や

7ヽ
を

i
ょ
ぃ
ー
、
乃
房
加

芯
了
む
え
、
~
り
み
ご
ふf
ー
、
ぐ
晟
も
腎

ろ
↓
ー
＼
を
け
ら
）
ヽ
咲
‘
砂
し
い
）
ぷ
名
い

員
や
、
ゞ
7
か
な
了
＼

5S)ん
適
芝
ぃ

i
1
:

と
因
'
E
/
‘
1

→
中
~
；
が1
り
‘
り
ぃ

き

3
名
神
烹

t
i町
主
＜
ぷ
て
あ

径
も
）
＼
序
f

切
¥
‘
冴
り
：
久
ニ

ま
と
ふ
と
も
な
く
て
い
と
お
ほ
つ
か
な

R
「
さ
」

き
に
そ
袖
裳
す
そ
し
と
A
に
て
あ

ゆ
む
／
＼
野
つ
か
さ
め
け
る
と
こ
ろ
に

R
「
を
」
な
し

を
お
き

こ
む
ら
さ
き
の
色
花
f

し
く

R

「

り

」

⑨

「

し

」

、

、

、

み
た
し
て
は
つ
／
＼
咲
初
た
る
を
か
ひ

あ
る
も
の
に
ま
つ
と
め
よ
り
て
見
れ
は
お

し
ふ
せ
た
ら
む
さ
ま
の
い
ほ
り
し
て

R
「
ゆ
る
」

人
も
住
と
そ
み
ゆ
あ
な
つ
ら
し
け
れ
と

R
「
き
た
」

迷
は
し
神
や
つ
く
翌
と
て
さ
し
の
そ
き

R
「
来
る
」
、、、

は
や
と
て
分
ゆ
く
な
ら
は
ぬ
道
芝
は
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っ

r＼＇’ー"
”

1
こ
の
み
ツ
/
 

あ
；
＼
l
い
5
も
も
イ
い
よ
、

沃
乃
八
杖
ふ
め
て
~
‘
g

店
t

て

1
1
裟
ゅ

／
＜
し
ら
え

L
心
の
外
k
?
}
｛
ふ
：
い
ぎ

む
；
伶
ー
→
｀
？
ク
心
‘
沈
の
今
~
＼
秤
］

r
;
し

て
お
＞
乙
‘
え

寸苔↑
3
心
ャ

r員
秋
熔
の
も
え
！

ウ
啜
、
Tゞ
ふ
Y
＼
が
入
ぬ
~
し
サ
を
|
よ
穀

ふ
）
＿
予
し
は
ぶ
入
四
＼
し
§
少
）
v
も
召
ら

¥
;
&
i
lて
中
？
砂
＄
＼
訊
心
切
も

i‘
で

ゅ
令
ふ
沿
の
考
人
｀
i
：
ら
か
ぢ
＜
i
?沙’)

ー

古

代

丘
5
名
の
石

て
物
と
へ
は
い
と
も
古
代
な
る
翁
の
谷

R
「
神
の
」
な
し

、、

V.A
か
大
名
持
の
神
の
お
ま
へ
に
は
ひ
出
たR
「
は
」
な
し

る
さ
ま
し
て
い
つ
地
の
た
よ
り
に
こ
A
に
は

来
給
へ
る
そ
と
申
す
秋
芽
の
花
見
は
や

た
ゑ
み
し
て
を
か
し
の
御
あ
り
き
や

⑨
「
人
達
」

歳
の
昔
人
に
こ
そ
お
は
す
ら
め

此
野
の
秋
に
め
て
A
宮
居
造
ら
せ
み
ゆ

⑨
「
は
」
な
し

き
あ
ま
た
A
ひ
な
り
し
は
文
に
班
に

さ
は

た
に
か
さ
A
で
家
路
た
と
ら
む
は
と
云
翁
か

さ
む
と
て
ふ
か
う
分
入
ぬ
い
と
朽
を
し

一
枝
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芯
(
~
\
ぶ
冶
ふ
↑
の

t
t

ら
し

J
~
€

t
)
i国
袖
ふ

ll:。:)-

沼
、
シ
し
マ
‘猿
＄
り
、
、
己
令
入
柑
仄

i
繁
屯

け
と
い
仇
炉
i

峠
り
，
ふ
ゎ
う
広
！
~
孔

ツ
ヤ
内
i
|
\
>

ミ
~
ヤ
汎
ゆ
り
八r
,
k
l
>

」
ー
3

0
富
も
沢
い
チ
み
め
）
少
佼
＞
｝
し
巧
~
：

f
J
)
月
ri¢‘:i
刈
名
了
↓
＼
光
？

gばら

t
こり、

iiJ翌
り
ち
之
バ
リ
り
ふ
し
只
＄

茫

tり
な
デ
ん
も
い
く
腐
も
吹
瓜
も

「
＼
し
了
内
外
し
、
砂~
J
屯
の
対
i

坤
之

'

っ
た
へ
た
れ
と
今
な
ら
ぬ

跡
な
く
な
ん
成
ん
て
お
く
年路
も
吹
風
も

R
「
に
は
」

、
、
、
、
、
、

色
に
A
ほ
は
ぬ
野
ら
な
り
け
り
山
も
は
た

人
の
樵
す
さ
ひ
刈
荒
し
て
謡
か
ほ
鳥

R
「
を
」

の
宿
り
失
ひ
鹿
の
た
ち
と
も
あ
ら
は
に

R
「
め
」
な
し

い
と
浅
ま
し
と
こ
そ
み
ゆ
め
れ
さ
れ
と
山

R
「
ば
か
り
は
」

つ
み
か
や
野
姫
の
み
心
は
あ
ら
ひ
は
て
給

は
し
も
の
を
谷
峯
の
を
ち
こ
ち
野
の

R
「
す
」

、
、
、

く
ま
／
＼
に
は
御
袖
に
ほ
は
せ
給
ふ
は
か
り
は

R
「
た
ら
め
」

、
、
、

咲
出
ら
む
を
よ
う
こ
そ
分
入
せ
た
ま
へ
と
云

R
「
そ
は
」
な
し

、、

の
世
に
そ
は
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む
さ
ふ
洪
，
4

ぅ

1
苓
5

)

ヽ
、
ふ
了
氣
き
し
丘

itさ
ら

会
汎
~
)
/
J
ー
ー

l

ち
ノ
？
ら
＞
ー
~
ー
ー
人
代

．

玄
芸
肉
の
か
）
言
令

i
各
ど
々
的
柑

1

}

5

分
尺
i
な

逸
ネ
／
＼
ヱ
て
つ
は
l

苓
兄
岱
り
霞
子
ぎ

の
為
史
＄
ー
＼
ぃ
ー
€
ゃ

杓
も
）
弓
ふ
｝
や
代
ー
＼
＇
5
b
a
ど

ー
、
ウ
、
店
は
叉

l

入
寄
J
~

-
\

~
ノ

J
‘
~
5タ
ー
し

？
↑
了
々
炒
；
忍
l
"哀
へ
合
一

ウ
診
ス
私
は
ー
ふ
了
名
苫
て
ノ
？
；
坪
？
み
か

入
て
恐
る
／
＼
か
い
付
見
す

思
ふ
／
＼

さ
へ
お
ほ
し
出
ら
れ
て
人
:
恥
か
A
や
か

R

「

の

」

R

「

人

」

な

し

し
つ
A
翁
は
い
み
し
き
物
知
人
に
こ
そ
お
は
し

け
れ
む
か
し
の
飛
火
守
し
ひ
と
に
て
や

R
「
し
つ
ら
ん
」

お
は
す
ら
め
物
云
は
A
な
ほ
や
さ
し
か
ら
め
と

つ
ほ
に
笹
娯
の
滋
そ
A
き

高
闘
の
野
へ
見
に
く
れ
は
袖
沿
て

渥
ふ
る
人
に
あ
ふ
か
と
も
し
さ

R
「
て
あ
な
有
か
た
」
な
し

、、、、、

お
き
な
あ
ま
た
A
ひ
お
し
戴
き
て
あ
な
有
か

か
た
ち
も
て
は
ろ
う
す
ま
し
き
教
へ
を
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劾
／
へ
の
了
ふ
ゆ
う
~
ー
ヤ
ん
五
ふ．りも
ら
ム
も

り
む
ハ
ャ
ー
翡
＞
え
t
ー
ー
の
和
り
‘
ぉ

私
t
免
の
各

i‘
永、

iz:へ）一

；J十
）
ぃ

．、

-
T

枯
ぃ
ぅ
ぃ
t
9

て
出
ら
賃

y
~を
て

4
8
什
唸
；ぃ
姜

J
ぎ

2
岱
花
今
玄
悉
内
裕

の
亥
す
い
i

了
A
ご
烙

i
f
t
)j
じ
て
点
乙
ざ
—
ー

み
し
伝
玄
和
？
？
門
ゎ
ゃ

rャ
f
吃
判
‘
)
し
い
す

i社
伝
も
む
｝
ぅ
も
苓
、
す
し
k
7ぅ
ナ
ム
i
-

―

岱
お
竹

tltら
で
ふ
り
{
;>
ぶ
古
：
ヤ
姑

都
人
の
い
と
け
か
し
と
や
お
ほ
す
ら
め
心
も

秋
は
き
の
花
す
り
衣
み
る
な
へ
に

R

「
も
」

っ
A
り
さ
せ
と
そ
む
し
の
な
く
な
る

見
れ
は

た
あ
な
め
つ
ら
か
さ
れ
は
こ
そ

⑨

「
御
か
た

k
¥」「
れ
」

、
、
、
、

ま
せ
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